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違法薬物は身近にある

文科省HPからダウンロード可能
http://www.mext.go.jp/a_menu/kenko

/hoken/1344688.htm



違法薬物にはどんなものが？
どんな作用が？

写真 ISTOCK
(The Wall Street Journal 2016/11/19)



覚せい剤錠剤の一例
（内閣府ホームページから）

醤油たれ瓶

ネット上に引用されている「ヒロポン」とその宣伝



けしの花
内閣府ホームページから

あへん
内閣府ホームページから



コカの実と葉
内閣府ホームページから

コカの葉
内閣府ホームページから



MDA
内閣府ホームページから

LSD錠剤
内閣府ホームページから

紙片にしみこませたLSD
内閣府ホームページから

合成麻薬





危険ドラッグ
内閣府ホームページから

http://www.gov-online.go.jp/tokusyu/drug/index.html
政府広報オンライン

「危険ドラッグの本当の怖さを知っていますか？」



本来合法なものが違法に使われることも

小分けされたトルエン（シンナー）
内閣府ホームページから

睡眠薬（ベンゾジアゼピン系）
せせらぎクリニックホームページから

向精神薬（トリアゾラム）
内閣府ホームページから



どんな法律で取り締まられるのか



使用によりどんな問題が起きるのか

• 薬物への依存 ⇒ まずいと思っても止められない

• 薬理作用による様々な害が生じる

精神症状や肉体へのダメージ

大麻 視覚野や聴覚野への影響

• 注射での使用の場合、感染症の可能性

• 薬物を使うために失職、借金等

• 家族が症状や社会的困難に巻き込まれる、家族から見放される

• 社会から孤立する



なぜ薬物使用がやめられなくなるのか

• A10神経系への刺激

• 対人関係でストレスをためやすい
＋

薬物が容易に入手できる環境
＋

物質との相性よい
⇒ 乱用が起こる

それが繰り返され、物質自体が持つ依存性から止められなくなる

• しらふでいることが苦痛になり、薬物のコントロールを失う



なぜ刑務所に行ってもやめられないのか
• 薬物依存は病気 「依存症」

タバコの好きな人

飛行機に乗っている間は吸わないが空港に着いたら吸う

お酒の好きな人

仕事中は飲まない

⇒条件が整えば使用する

• 薬物を刑務所から出たら使える

過去一緒に使った人、使った場所等

→ 薬物に対する渇望が膨らむ



社会内での薬物依存からの立ち直りの希求
平成２８年７月１２日 犯罪対策閣僚会議決定

薬物依存者・高齢犯罪者等の再犯防止緊急対策

～立ち直りに向けた“息の長い”支援につなげるネットワーク構築～

平成２６年１２月１６日 同会議

「犯罪に戻らない・戻さない」を決定

←→薬物依存者は有効な支援が受けられないまま再犯するケースも

⇒国が治療や支援の体制を作ることを宣言

平成２８年１２月 「再犯の防止等の推進に関する法律」の制定

再犯防止推進計画の策定 再犯防止推進計画等検討委員会の設置へ



どこに支援を求めたらいいのか

身近な人が薬物の問題で悩んでいたら

専門機関に相談を

東京都立精神保健福祉センター

家族向けパンフレット
http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/tamasou/download
/leaf_download.files/07_leaf_drugkazoku.pdf

当事者向けパンフレット
http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/tamasou/download
/leaf_download.files/08_card_komatte.pdf

保健所・保健センター



立ち直りの仲間を作る

• DARC、NAなどの当事者グループ

• 保護観察所、警察等が主催の当事者のミーティング

多くの薬物依存者の特徴

自信が無い／人を信じられない／本音を言えない／孤独で寂しい

／自分を大事にできない これは深い心の傷が原因のことも

薬物で苦しむ仲間ができることで人間関係の問題の解決につながる



家族にも支援が必要なことも多い

• 家族や周囲の人が薬物依存者の尻ぬぐいをする

• 家族が我慢すればいいと思いいいなりになる

• 家族が薬物依存者を否定する

⇒家族が立ち直りを妨げている場合もある

enabler

家族にも相談相手や仲間が必要

NARANON



薬物依存から立ち直るということは
薬物を「今」止めることを続けていくこと

そのためには

• 医療体制の充実の必要性

• 支援体制の充実の必要性

• 居場所、出番（仕事や生きがい）の創出

• 周囲の理解、社会の理解
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